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　いつも当ＪＡのご利用
有難うございます。今後
も役職員一同、誠心・誠
意事にあたりますので、
今後もご利用のほどよろ
しくお願い致します。

4,885人
５億2568万円
281億8933万円
５億2022万円
４億0348万円

期首組合員数
出 資 金 額
貯 金 残 高
貸 付 金
購買品供給高

主　な　行　事　報　告

「ハウスレモン」の販売状況について「ハウスレモン」の販売状況について

８月豪雨に係る「JAグループによる災害復旧支援」について８月豪雨に係る「JAグループによる災害復旧支援」について８月豪雨に係る「JAグループによる災害復旧支援」について８月豪雨に係る「JAグループによる災害復旧支援」について

　令和３年９月中旬、ハウスレモンは出荷作業の最盛期を迎
えています。
　７月12日（月）から荷受けを開始し、８月22日（日）より出荷
を始めています。しかし、８月に入り曇雨天が続き、生育が
心配されましたが、概ね前年並みの出荷を行っています。コ
ロナ禍の影響による果実の販売は、高級果実ほど大きいと言

　JAグループ広島からの要請により当JAは、令和３年８月の記録
的豪雨で被害を受けたJA広島北部管内の被災地に「職員ボランティ
ア」を派遣しました。当JA職員の中から災害復旧作業のボランティ
アを募り、職員２名が参加し、９月７日（火）８日（水）の２日間、ビ
ニールハウスや圃場で土砂やごみの撤去作業等を行いました。今回

「LINE公式アカウント」について
　現在、当JAは出荷者向け「LINE公式アカウント」で毎月
の荷受け予定や作業指針情報等を発信しています。出荷者
皆様に役立つ情報を提供して行きますので、「友だち登録」
をした後、利・活用をお願いします。

８月　２日（月）　第 2回「かんきつ協議会」
８月　６日（金）　経営会議
８月　６日（金）　中野支所建設に係る現地説明会
８月２５日（水）　営農販売推進委員会
８月３０日（月）　第４回　中野支所建設委員会
８月３０日（月）　第６回　監事会
８月３０日（月）　第６回　理事会
《協議事項》
第 1号議案：令和 3年度かんきつ取扱い要領（案）
　　　　　　について
第２号議案：令和 3年度かんきつ荷造り経費（案）
　　　　　　について

第３号議案：信用事業方法書の一部変更について
その他

報告事項
１）中野支所建替の進捗について
２）JAバンク基本方針に基づく「体制整備
　　モニタリング報告」の提出について
３）店内検査の取りまとめ結果について
４）日本農業新聞の年間購読推進について
５）夏季賞与の支給について
６）「かんきつ協議会」について
その他 こちらのQRコードから
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今スグ登録!!

出荷者向け

「日本農業新聞」の購読依頼について「日本農業新聞」の購読依頼について「日本農業新聞」の購読依頼について「日本農業新聞」の購読依頼について
　「日本農業新聞」は、農業の専門誌としてJAグループが発刊する
日刊新聞で、当JAは出資者として参画しております。農家組合員
の皆様に購読していただくことによって、日々の農業への関心が
高まると共に、組合員とJAが情報を共有化することにより、協同
組合運動を潤滑に進めていくことが未来の農業へとつなぐことに
なりますので、この機会に組合員の皆様に購読していただき、関
心をより深めていただければと思います。購読申込みは、本所又
は各支所にて受け付けています。

　　　　　　　「地域の企業研修会」の実施について　　　　　　　「地域の企業研修会」の実施について　　　　　　　「地域の企業研修会」の実施について　　　　　　　「地域の企業研修会」の実施について
　令和３年８月 26 日（木）、豊浜中学校３年生の生徒３名が当 JA 営
農販売部を訪問し、企業研修会を実施しました。  【地域産業の成り立
ちを学び「働く」場に触れ考える】というテーマで「大長選果場」の 広
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の豪雨による被害は甚大で、完全な復旧
にはまだまだ時間がかかりますが、今後
も復旧に向けて支援していきたいと思い
ます。当JAをはじめJAグループ広島は、
引き続き農家組合員の営農と生活を守る
ために全力で取り組んでいきます。　

われていますが、ハウスレモンの場合
は家庭内食需要が貢献し順調な販売が
続いています。令和３年産ハウスレモ
ンの出荷は10月上旬まで続き、全体で
30トンの販売を計画しています。

役割や事業内容等について研修が
行われました。多くの生徒が高校
進学により、やむなく地元を離れ
ますが、地域農業の歴史や成り立
ちを学ぶ事で、これからの生活の
中で地場産柑橘類の PR等の支援を
期待しています。


